
よ
み
が
え
れ
別
府
市
公
会
堂

－
近
代
文
化
遺
産
―

「
　
別
府
史
の
公
会
堂
落
成
式

　
　
い
よ
い
よ
新
装
成
っ
て
廿
九
日
盛
大
に
挙
行

逓
信
省
技
師
吉
田
鎌
郎
氏
の
設
計
に
な
る
別
府
市
の
公
会
堂
は
、

昭
和
二
年
四
月
よ
り
市
内
田
の
湯
上
麻
生
太
古
氏
別
荘
跡
に
総
工

費
三
十
万
円
を
以
て
起
工
し
、
佐
藤
、
池
田
圃
技
師
の
監
督
で
工

事
を
進
め
て
い
た
が
、
此
の
ほ
ど
完
成
竣
成
し
、
内
部
の
装
飾
を

了
へ
た
の
で
、
廿
九
日
官
民
多
数
を
招
き
、
盛
大
な
落
成
式
を
挙

行
し
た
。
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
三
月
二
九
日
『
豊
州
新
報
』
）
」

　
大
正
十
三
年
に
別
府
市
と
な
っ
て
以
後
、
湯
の
町
別
府
の
発
展

は
目
覚
ま
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皇
室
や
貴
族
、
大
使
公
使
な
ど

の
外
交
官
を
は
じ
め
、
国
内
で
は
文
士
や
文
化
人
な
ど
の
遊
覧
客

が
ぞ
く
ぞ
く
と
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
別
府
公
会
堂
が
落
成
し

大星

塚野

俊純

英郎

た
昭
和
三
年
は
、
別
府
駅
前
と
北
浜
を
結
ぶ
チ
ン
チ
ン
電
車
が
開

通
し
、
「
大
阪
通
い
の
関
西
汽
船
」
が
桟
橋
に
大
勢
の
遊
覧
客
を

運
び
、
亀
の
井
遊
覧
バ
ス
で
は
美
声
の
バ
ス
ガ
ー
ル
が
七
五
調
で

地
獄
巡
り
の
案
内
を
始
め
た
年
で
あ
る
。
大
正
が
昭
和
に
変
わ
り

別
府
市
も
時
代
の
先
端
を
行
く
活
気
の
あ
る
都
市
に
飛
躍
し
よ
う

と
し
始
め
た
年
で
も
あ
る
。

　
初
代
市
長
と
な
っ
た
神
沢
又
市
郎
は
、
「
泉
都
別
府
に
公
会
堂

無
き
は
一
大
欠
点
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
、
国
際
都
市
の
名
に

恥
じ
な
い
公
会
堂
の
建
設
を
強
く
市
議
会
に
訴
え
、
つ
い
に
実
現

し
た
。

　
設
計
者
で
あ
る
吉
田
鎌
郎
は
、
大
正
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
建

築
学
科
を
卒
業
し
て
、
建
築
家
の
エ
リ
ー
ト
の
だ
れ
も
が
望
む
逓

信
省
営
繕
課
に
勤
務
す
る
若
手
の
逸
材
で
あ
っ
た
。
吉
田
が
こ
れ

ま
で
に
手
懸
け
た
建
造
物
に
公
会
堂
は
な
か
っ
た
。
吉
田
は
大
ホ
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Ｉ
ル
を
中
心
と
し
た
公
会
堂
の
設
計
に
あ
た
り
、
彼
が
心
酔
し
て

い
た
ラ
グ
ナ
ル
・
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
が
設
計
し
た
北
欧
建
築
の
代
表

作
と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
舎
」

の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
て
公
会
堂
の
設
計
図
を
ひ
い
た
。
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
ア
ー
チ
、
堂
々
と
し
た
外
壁
、
湯
治
な
窓
枠
や
装
飾
な
ど
、

ど
こ
と
な
く
モ
ダ
ン
で
北
欧
的
な
異
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
。

　
別
府
市
公
会
堂
は
、
市
民
を
対
象
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
外

の
い
か
な
る
利
用
者
に
も
十
分
に
耐
え
う
る
十
分
な
設
備
を
備
え

て
い
た
。
公
会
堂
の
メ
イ
ン
と
な
る
大
ホ
ー
ル
の
二
階
に
あ
る
バ

ル
コ
ニ
ー
観
覧
席
は
九
州
で
は
も
っ
と
も
早
く
、
音
響
も
非
常
に

よ
く
、
ホ
ー
ル
と
し
て
は
九
州
で
最
古
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ロ
ビ
ー
、
地
下
大
食
堂
、
二
階
小
食
堂
、
貴
賓
室
や

ビ
リ
ヤ
ー
ド
室
ま
で
備
わ
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
威
容
を
誇
る
内

容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
建
物
も
六
十
年
を
経
過
し
た
。
そ
の
あ
い
だ

時
代
の
流
れ
の
な
か
で
た
び
た
び
手
が
加
え
ら
れ
て
、
今
で
は
創

建
当
時
の
姿
が
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
心
な
い

人
々
か
ら
は
、
自
然
倒
壊
を
待
た
ず
に
撤
去
し
て
は
と
の
話
も
で
た
。

８－-
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し
か
し
、
復
元
再
建
へ
の
動
き
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
る
。

　
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
素
材
と
し
て
、
計
算
さ
れ
尽
く
し

た
合
理
的
な
近
代
建
築
に
対
し
て
、
近
代
化
遺
産
と
な
る
建
物
は

創
建
当
時
の
世
相
を
う
つ
し
て
、
そ
れ
な
り
に
豪
華
で
あ
り
優
し

く
そ
の
湿
り
が
緊
張
し
た
気
持
ち
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
。

　
こ
の
公
民
館
に
つ
い
て
「
大
分
県
の
近
代
化
遺
産
－
近
代
化
遺

産
総
合
調
査
報
告
－
」
に
は
、
『
別
府
市
公
会
堂
の
建
築
は
、
別

府
市
は
も
と
よ
り
大
分
県
に
と
っ
て
も
規
模
・
質
と
も
に
最
も
重

要
な
近
代
建
築
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
地

方
に
残
る
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
の
本
格
的
な
鉄
筋
建
造
物
と

し
て
、
ま
た
、
日
本
が
近
代
化
す
る
た
め
に
文
化
的
な
役
割
を
は

た
し
た
近
代
化
遺
産
と
し
て
、
別
府
市
で
は
有
形
文
化
財
に
指
定

し
て
い
る
。
や
が
て
国
や
県
指
定
の
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
動
き
も
見
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
授
賞
式
が
催
さ
れ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
舎

が
デ
ザ
イ
ン
の
下
敷
き
に
さ
れ
た
別
府
市
公
会
堂
は
、
活
用
の
方

法
も
自
然
と
決
ま
っ
て
く
る
と
思
う
。
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
講
演
会
、

演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
個
展
と
参
加
す
る
も
の
全
て
が
、
他
所
で

は
感
じ
得
な
い
独
特
の
感
慨
が
生
ま
れ
る
殿
堂
で
あ
り
た
い
。

創
建
当
時
の
公
会
堂
に
限
り
な
く
近
い
復
元
を
す
べ
き
で
あ
る
、

と
言
う
声
が
あ
る
。
も
っ
と
も
で
あ
る
。

　
活
力
の
あ
る
別
府
の
象
徴
と
し
て
建
て
ら
れ
た
公
会
堂
の
復
興

は
、
沈
滞
気
味
の
別
府
に
喝
を
入
れ
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
別
府
市
民
は
、
吉
田
鎌
郎
が
残
し
た
貴
重
な
建
造

物
の
メ
モ
リ
ア
ル
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
を
も
つ

こ
と
に
な
る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
稿
　
星
野
純
郎
）

昭
和
三
年
別
府
市
公
会
堂
日
誌
よ
り

　
　
四
月
一
日
　
日
曜
日
　
精

一
第
一
戦
室

　
　
全
国
新
聞
記
者
大
倉
ノ
為
使
用
（
主
催
・
別
府
日
刊
新
聞
聯

　
　
盟
）

　
　
午
前
十
時
三
十
分
開
倉
　
仝
十
一
時
三
十
分
閉
倉

　
　
出
席
人
員
五
十
五
名

｝
第
二
戦
室

　
　
右
出
席
者
ノ
休
憩
所
ノ
為
使
用

－10－



一
第
三
胱
室

　
　
仝
　
右

一
地
下
食
堂

　
　
博
覧
倉
協
質
倉
主
催
ニ
テ
宴
倉
ヲ
行
フ

　
　
午
後
四
時
間
倉
仝
五
時
三
十
分
終
了
出
席
人
員
五
百
八
十
名

一
臨
時
人
夫
壱
名
　
雇
人
各
室
ノ
掃
除
ヲ
為
ス
（
以
下
略
）

一
下
足
人
夫
壱
名
雇
人
午
前
八
時
ヨ
リ
午
後
六
時
迄
（
仝
前
）

　
　
四
月
三
日
　
火
曜
日
　
雨
後
清

一
第
一
読
室

　
　
午
後
六
時
ヨ
リ
三
曲
演
奏
會
ヲ
行
フ
　
午
後
十
時
三
十
分
終

　
　
了
　
入
場
人
員
約
千
百
名
　
主
催
者
木
村
男
也

　
　
四
月
五
日
　
木
曜
日
　
清

一
第
一
読
室

駅
長
合
議
ノ
為
使
用

仝
十
時
三
十
分
終
了

主
催
者
別
府
駅
長
　
午
前
九
時
開
始

出
席
人
員
五
十
九
名

四
月
六
日
　
金
曜
日
　
晴

一
第
二
彼
室

　
　
駅
長
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
者
別
府
駅
長

　
　
午
後
一
時
開
始
　
仝
二
時
三
十
分
終
了
　
入
場
人
員
三
十
名

　
　
四
月
七
日
　
上
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
愛
国
婦
人
音
別
府
支
部
総
合
ノ
為
使
用
　
午
後
九
時
ヨ
リ
午

　
　
後
一
時
半
迄

　
　
午
後
　
時
ヨ
リ
　
仝
一
時
迄
大
食
堂
使
用
二
付
電
燈
使
用

　
　
出
席
人
員
三
百
名

　
　
四
月
八
日
　
日
曜
日
　
精

一
第
一
戦
室

　
　
釈
尊
降
誕
會
ノ
為
使
用
　
主
催
者
海
門
寺

　
　
午
前
九
時
ョ
リ
午
後
五
時
迄
　
入
場
人
員
約
千
五
百
名

　
　
故
障
箇
所
第
一
読
室
腰
掛
後
方
七
十
二
箇
破
損

　
　
四
月
九
日
　
月
曜
日
　
晴

一
第
一
戦
室
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大
分
県
仏
教
聯
合
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
者
海
門
寺

午
前
十
時
ョ
リ
午
後
四
時
迄
出
席
人
員
弐
百
名

　
　
四
月
十
日
　
水
曜
日
　
晴

一
第
一
胱
室

　
　
九
州
在
郷
軍
人
聯
合
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
者
別
府
市
在
郷

　
　
軍
人
聯
合
分
合
長
　
長
谷
部
照
一
郎
　
出
席
人
員
六
百
人

　
　
午
前
九
時
開
始
　
午
後
四
時
終
了

一
地
下
室
食
堂
二
於
テ
午
後
　
時
三
十
分
ョ
リ
ー
時
半
迄
高
倉
ヲ

　
行
フ

ー
午
後
四
時
ョ
リ
地
下
室
食
堂
二
於
テ
高
音
ヲ
行
フ
　
出
席
人
員

　
六
百
名
　
午
後
七
時
終
了

　
　
四
月
十
一
日
　
水
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
午
前

　
　
大
分
県
下
在
郷
軍
人
分
合
長
合
議
ノ
為
使
用
　
午
前
九
時
開

　
　
始
正
午
終
了
　
出
席
人
員
二
百
名
　
主
催
者
大
分
聯
隊
区
司

　
　
令
部

午
後

天
台
宗
講
演
會
ノ
為
使
用
　
主
催
者
海
門
寺
　
出
席
人
員
五

十
名
　
午
後
一
時
開
始
午
後
四
時
三
十
分
終
了

　
　
四
月
十
二
日
　
木
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
宮
崎
、
都
城
、
大
分
、
別
府
市
會
議
員
交
歓
會
ノ
為
使
用

　
　
主
催
別
府
市
　
出
席
人
員
百
二
名
　
午
前
十
時
開
始
　
午
後

　
　
一
時
三
十
分
終
了

一
第
二
読
室

　
　
右
休
憩
室
二
使
用

一
第
三
読
室

　
　
右
　
仝

　
　
四
月
十
三
日
　
金
曜
日
　
晴

一
第
一
胱
室

　
　
九
州
清
涼
飲
料
水
同
業
組
合
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
梶
原

　
　
慶
三
郎
　
出
席
人
員
六
十
名
　
午
前
九
時
開
始
　
午
後
四
時

　
　
終
了
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四
月
十
四
日
　
土
曜
日
　
精

一
第
一
読
室

　
Ｉ
九
州
小
学
校
長
倉
議
ノ
為
使
用
　
主
催
学
務
　
午
前
九
時
開

　
　
始
　
正
午
終
了
　
出
席
人
員
三
五
〇
名

　
２
浄
土
宗
講
演
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
海
門
寺
　
午
後
一
時
開
始

　
　
仝
五
時
終
了
　
出
席
人
員
二
十
名

　
３
午
後
六
時
ョ
リ
仝
十
一
時
迄
久
留
島
氏
芸
術
講
座
ノ
為
使
用

　
　
主
催
者
大
分
新
聞
記
者
森
川
謙
二
　
出
席
人
員
六
百
五
十
名

一
第
二
読
室

　
１
大
分
県
立
女
学
校
同
窓
倉
別
府
支
部
総
合
ノ
為
使
用
　
午
後

　
　
十
時
開
始
　
午
後
四
時
終
了
　
主
催
者
川
村
初
音
、
丸
山
マ

　
　
チ
子
　
出
席
人
員
四
十
名

　
２
午
後
六
時
ョ
リ
仝
九
時
迄
久
留
島
氏
招
待
宴
ノ
為
使
用
　
出

　
　
席
人
員
三
十
名

一
第
三
読
室

　
　
市
長
主
催
九
州
警
察
部
長
招
待
宴
ノ
為
使
用
　
午
後
一
時
間

　
　
始
　
午
後
二
時
終
了
　
出
席
人
員
十
八
名

　
　
四
月
十
六
日
　
月
曜
日
　
精

一
第
一
読
室

　
　
午
後
六
時
ョ
リ
仝
十
時
迄
日
向
デ
ー
活
動
写
真
會
ノ
為
使
用

　
　
主
催
者
中
外
産
業
博
覧
會
宮
崎
県
事
務
所
属
長
友
長
三
郎

　
　
出
席
人
員
約
七
百
名

一
第
二
読
室

　
　
九
州
各
市
学
事
主
任
會
ノ
為
使
用
　
午
前
九
時
ョ
リ
正
午
迄

　
　
主
催
市
学
務

一
第
三
読
室

　
　
右
休
憩
室
二
宛
ツ

ー
日
向
デ
ー
電
灯
取
扱
ノ
為
午
後
五
時
ョ
リ
仝
十
時
迄
技
術
員
演

　
田
勤
務
ス

　
　
四
月
十
七
日
　
火
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
全
九
州
理
髪
組
合
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
白
石
喜
一
郎

　
　
出
席
人
員
七
五
〇
名
　
午
前
九
時
開
始
　
午
後
三
時
終
了

一
第
二
読
室

　
　
九
州
学
事
主
任
合
ノ
為
使
用
　
主
催
市
学
務
　
出
席
人
員
十

　
　
九
名
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四
月
十
八
日
　
水
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
日
本
音
員
披
済
音
大
分
県
支
部
総
音
ノ
為
使
用
　
主
催
大
分

　
　
県
披
済
音
　
出
席
人
員
約
千
三
百
名
　
午
後
一
時
開
始
　
仝

　
　
四
時
終
了

一
貴
賓
室

　
　
右
総
合
二
対
シ
伏
見
宮
殿
下
台
臨
二
村
使
用

一
第
二
読
室

　
　
宮
殿
下
二
奉
ル
茶
ノ
準
備
室
二
使
用

　
　
四
月
十
九
日
　
木
曜
日
　
昭

一
第
一
読
室

　
　
日
蓮
宗
寺
院
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
者
本
光
寺
　
出
席
人
員

　
　
千
名

一
第
三
読
室

　
　
九
州
社
倉
教
育
主
事
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
者
県
社
倉
課

　
　
出
席
人
員
十
名

　
　
四
月
二
十
日
　
金
曜
日
　
雨
後
昭

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
下
市
町
村
庶
務
主
任
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
県
庶
務
課

　
　
出
席
人
員
二
百
五
十
名
　
午
後
一
時
開
倉
　
仝
二
時
三
十
分

　
　
終
了

一
第
二
読
室

　
　
九
州
各
市
長
倉
議
ノ
為
使
用
　
主
催
別
府
市
　
出
席
人
員
不

　
　
明
　
午
後
十
時
開
始
　
午
後
零
時
終
了

一
第
三
読
室

　
　
九
州
各
市
倉
議
長
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
別
府
市
　
出
席
人
員

　
　
不
明
　
午
前
十
時
開
始
　
午
後
零
時
終
了

一
貴
賓
室

　
　
右
休
憩
室
二
使
用

　
　
四
月
二
十
一
日
　
上
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
醤
油
同
業
組
合
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
桑
原
惣
五
郎

　
　
出
席
人
員
三
百
名
　
午
前
十
時
ヨ
リ
午
後
四
時
迄

一
第
二
読
室
、
第
三
読
室

　
　
前
日
二
同
シ
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一
貴
賓
室

　
　
前
日
二
同
シ

　
　
四
月
二
十
二
日
　
日
曜
日
　
雨

Ｔ
几
州
歯
科
医
師
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
荒
尾
昇
曹
　
出
席
人
員

　
約
三
百
名
　
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

一
第
二
貌
室

　
　
大
分
県
下
公
証
人
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
者
後
藤
嘉
一
郎

　
　
出
席
人
員
十
名
　
午
前
十
一
時
ョ
リ
午
後
四
時
迄

一
第
三
胱
室

　
　
歯
科
医
師
大
倉
出
席
者
休
憩
室
二
使
用

　
　
四
月
二
十
三
日
　
月
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
九
州
歯
科
医
師
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
荒
尾
昇
曹
　
出
席
人

　
　
員
二
百
名
　
午
前
八
時
開
倉
　
午
後
六
時
終
了

一
第
二
読
室

　
　
九
州
上
水
道
主
任
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
市
水
道
課
　
出
席

　
　
人
員
二
十
六
名
　
午
前
九
時
開
倉
　
午
後
五
時
終
了

一
第
三
琥
室

　
　
右
休
憩
室
二
使
用

　
　
四
月
二
十
四
日
　
火
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
午
前

　
　
　
大
分
県
下
税
務
協
議
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
県
庶
務
課
　
出

　
　
　
席
人
員
五
百
名
　
午
前
九
時
ョ
リ
　
仝
十
一
時
三
十
分
迄

　
　
午
後

　
　
　
全
国
菓
子
飴
同
業
組
合
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
家
近
徳
市

　
　
　
出
席
人
員
三
百
名
　
午
後
一
時
ョ
リ
　
仝
五
時
迄

一
第
二
読
室

　
　
九
州
上
水
道
主
任
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
市
水
道
課
　
出
席

　
　
人
員
二
十
六
名
　
午
前
九
時
ョ
リ
午
後
一
時
迄

一
第
三
読
室

　
　
右
休
憩
室
二
使
用

　
　
四
月
二
十
五
日
　
水
曜
日
　
精

一
第
一
読
室
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午
前

　
大
分
県
下
盲
人
大
倉
ノ
為
使
用
　
主
催
大
分
県
盲
唖
学
校

　
長
　
午
前
九
時
間
倉
　
仝
十
一
時
四
十
分
終
了
　
出
席
人

　
員
約
四
百
名

午
後

　
全
国
盲
人
文
化
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
大
分
盲
唖
学
校

　
長
　
出
席
人
員
約
三
百
名
　
午
後
一
時
間
倉
　
仝
六
時
終

　
了

　
　
四
月
二
十
六
日
　
木
曜
日
　
小
雨

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
市
町
村
勧
業
主
任
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
事
勧
業
課

　
　
出
席
人
員
二
百
名
　
午
前
十
時
間
合
　
仝
十
二
時
終
了

　
　
大
分
県
洋
服
同
業
組
合
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
別
府
市
斉
藤

　
　
富
助
　
出
席
人
員
百
六
十
名
　
午
後
一
時
開
合
　
仝
三
時
三

　
　
十
分
終
了

一
第
二
読
室

　
　
大
分
県
木
炭
同
業
組
合
合
議
ノ
為
使
用
　
主
催
者
大
分
県
山

　
　
林
技
師
名
和
義
英
　
出
席
人
員
四
十
名
　
午
前
十
時
間
合

午
後
零
時
三
十
分
終
了

　
　
四
月
二
十
七
日
　
金
曜
日
　
清

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
仏
教
婦
人
聯
合
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
西
法
寺
速
見

　
　
宗
慶
　
出
席
人
員
約
千
五
百
名
　
午
前
兆
時
間
合
　
午
後
一

　
　
時
終
了

一
第
二
読
室

　
　
全
国
師
範
学
校
長
合
議
ノ
為
使
用
　
出
席
人
員
二
十
八
名

　
　
主
催
大
分
県
女
師
校
長
長
崎
惣
一
　
午
前
兆
時
間
合
　
午
後

　
　
三
時
三
十
分
終
了

一
貴
賓
室

　
　
右
休
憩
室
二
使
用

　
　
四
月
二
十
八
日
　
土
曜
日
　
昭

一
第
一
読
室

　
　
真
宗
本
派
大
分
県
寺
院
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
速
見
宗
慶

　
　
出
席
人
員
五
十
名
　
午
前
九
時
ョ
リ
午
後
一
時
迄

一
第
二
読
室
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午
後
一
時
ヨ
リ
大
分
県
魚
市
場
大
倉
ノ
為
使
用
　
午
後
四
時

三
十
分
終
了
　
主
催
者
岩
尾
米
造

　
　
四
月
二
十
九
日
　
日
曜
日
　
晴

一
第
一
戦
室

　
　
午
前
九
時
ョ
リ
九
州
飲
食
店
同
業
組
合
犬
合
ノ
為
使
用
　
主

　
　
催
者
毛
井
睦
治
　
出
席
人
員
約
七
百
名
　
午
後
六
時
三
十
分

　
　
終
了

　
　
午
後
七
時
ョ
リ
フ
オ
ー
ド
自
動
車
舎
社
宣
傅
活
動
写
真
合
ヲ

　
　
行
フ
　
主
催
喜
多
代
幹
雄
　
仝
十
一
時
終
了

　
　
四
月
三
十
日
　
月
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
水
産
集
談
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
大
分
県
水
産
合

　
　
出
席
人
員
約
千
名
　
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
迄

　
　
五
月
一
日
　
火
曜
日
　
雨

一
第
一
読
室

　
　
午
前

　
納
税
組
合
表
彰
式
ノ
為
使
用
　
主
催
者
市
税
務
課
　
出
席

　
人
員
約
二
百
五
十
名
　
午
前
十
一
時
間
會
午
後
一
時
終
了

午
後

　
満
蒙
宣
傅
ノ
為
活
動
写
真
會
ヲ
行
フ
　
主
催
下
関
満
蒙
案

　
内
所
　
午
後
七
時
ョ
リ
仝
十
時
迄
　
入
場
人
員
約
千
名

　
　
五
月
二
日
　
水
曜
日
　
晴

一
第
一
胱
室

　
　
午
前
九
時
ョ
リ
免
囚
保
護
主
任
會
ノ
為
使
用
　
主
催
大
分
刑

　
　
務
署
長
　
出
席
人
員
約
百
五
十
名
　
午
後
四
時
三
十
分
終
了

　
　
午
後
六
時
ョ
リ
音
楽
と
舞
踊
ノ
會
ノ
為
使
用
　
主
催
者
梅
田

　
　
凡
平
　
入
場
人
員
約
七
百
名
　
午
後
十
時
終
了

　
　
五
月
三
日
　
木
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
大
分
県
度
量
衡
組
合
會
の
為
使
用
　
主
催
県
廳
　
出
席
人
員

　
　
約
二
百
名
　
午
前
九
時
ョ
リ
午
後
一
時
迄

　
　
午
後
七
時
ョ
リ
仝
八
時
迄
北
海
道
宣
傅
活
動
写
真
會
ノ
為
使

　
　
用
　
主
催
北
海
道
廳
賛
仰
部
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五
月
四
日
　
金
曜
日
　
晴

一
第
一
胱
室

　
　
大
分
県
米
穀
商
大
會
ノ
為
使
用
　
主
催
者
大
分
市
磯
崎
徳
三

　
　
郎
　
午
前
九
時
間
會
　
午
後
四
時
終
了

　
　
午
後
七
時
ョ
リ
北
海
道
宣
傅
ノ
為
活
動
写
真
映
写
會
ヲ
行
フ

　
　
主
催
北
海
道
廳
　
入
場
人
員
約
八
百
名
　
午
後
十
時
三
十
分

　
　
終
了

　
　
五
月
五
日
　
土
曜
日
　
晴

一
第
一
読
室

　
　
九
州
肥
料
組
合
犬
合
ノ
為
使
用
　
主
催
者
馬
場
雄
蔵
　
出
席

　
　
人
員
約
百
五
十
名
　
午
前
九
時
ョ
リ
午
後
四
時
迄

参
考
文
献

別
府
市
誌
（
昭
和
ハ
・
五
九
）

別
府
近
代
建
築
史

大
分
県
の
近
代
化
遺
産

別
府
公
会
堂
日
記
（
昭
和
三
）

別
府
市

別
府
観
光
産
業
経
営
研
究
会

大
分
県
教
育
委
員
会

別
府
市
立
図
書
館

　
　
　
（
こ
の
稿
　
編
集
部
）

＜
エ
ッ
セ
イ
▽

　
　
思
い
出
の
別
府
公
会
堂

大
　
塚
　
俊
　
英
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楠
と
松
の
樹
間
に
黄
土
色
の
レ
ン
ガ
造
り
の
三
階
建
、
欧
風
様

式
の
別
府
市
公
会
堂
は
、
昭
和
三
年
の
市
民
を
驚
嘆
さ
せ
た
、
と

聴
い
て
い
る
。
正
面
玄
関
へ
通
じ
る
十
五
段
の
広
い
石
段
。
そ
れ

は
一
段
目
の
底
辺
に
あ
た
る
石
段
か
ら
見
れ
ば
玄
関
前
の
十
五
段

目
は
梯
形
の
一
辺
に
な
っ
て
、
二
階
に
あ
た
る
玄
関
に
自
然
に
吸

い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
設
計
。
石
段
は
五
段
あ
た
り
で
踊
り
場
が

あ
っ
て
そ
の
上
に
十
段
あ
る
。
五
つ
の
ア
ー
チ
型
の
窓
下
の
六
枚

の
正
面
の
鉄
の
扉
は
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
た
物
。
石
段
の
両
端
は
石

の
壁
に
囲
ま
れ
た
石
室
と
い
っ
た
空
間
が
設
計
さ
れ
て
い
る
。
石

の
壁
に
は
湧
き
水
の
噴
出
口
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
水
は

池
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
石
の
壁
の
台
上
に
は

大
人
の
背
丈
く
ら
い
の
石
の
壷
が
置
か
れ
て
い
る
。
左
右
対
称
に

対
に
な
っ
た
石
の
壁
。
公
会
堂
の
近
く
に
い
た
僕
は
子
供
の
頃
こ

の
石
の
壁
と
階
段
で
遊
ん
だ
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で
階
段
を
上
が
り
降

り
し
て
い
た
小
学
生
、
石
の
壷
の
横
に
寝
転
び
夜
空
の
星
を
仰
ぎ

な
が
ら
将
来
を
語
り
合
っ
た
高
校
生
の
頃
が
あ
っ
た
。

　
公
会
堂
で
最
初
に
記
憶
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
十
年
の
頃
か
、

公
会
堂
前
の
広
場
に
温
泉
祭
り
の
仮
装
行
列
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て

出
発
し
た
の
を
見
て
い
る
。
市
役
所
の
職
員
や
青
年
、
町
内
の
有

志
が
「
温
泉
大
将
軍
」
の
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
、
衣
装
を

つ
け
、
の
ぼ
り
を
立
て
て
い
た
。
僕
は
ほ
ん
の
四
・
五
才
で
あ
っ

た
が
そ
の
奇
妙
な
大
行
列
を
胸
に
焼
き
付
け
て
い
る
。
そ
の
頃
僕

の
叔
父
な
ど
は
大
阪
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
仮
装
行
列
に
参
加
の
た
め
帰

郷
し
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
昭
和
十
二
年
の
南
京
陥
落
の
祝

賀
の
提
灯
行
列
も
こ
こ
で
準
備
し
て
、
出
発
し
た
。
こ
の
時
も
公

会
堂
は
晴
れ
が
ま
し
い
会
場
だ
っ
た
。
市
役
所
、
中
学
校
、
青
年

学
校
、
在
郷
軍
人
、
国
防
婦
人
会
、
隣
組
な
ど
か
ら
出
て
来
た
市

民
が
階
段
か
ら
広
場
を
埋
め
尽
く
し
、
手
に
は
ほ
う
ず
き
型
の
紅

い
提
灯
を
手
に
し
て
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
合
図
、
万
歳
で
紅
い
提

灯
を
高
く
上
げ
て
勝
利
を
喜
び
、
夜
の
市
内
を
行
進
し
て
行
っ
た
。

そ
ん
な
祝
い
ご
と
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
空
襲
警
報
の
合
図
の
た
め
、
市
役
所
と

公
会
堂
の
二
箇
所
に
サ
イ
レ
ン
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
市

役
所
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
移
動
さ
れ
て
き
た
。
「
マ
リ
ア
ナ
基
地
を

発
進
せ
る
敵
数
目
標
は
足
摺
岬
南
方
を
北
上
中
。
北
九
州
地
区
空

襲
警
報
発
令
」
の
ラ
ジ
オ
の
声
で
公
会
堂
の
屋
上
に
取
り
付
け
た

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
だ
す
。
短
く
十
回
も
吹
き
鳴
ら
す
の
で
、
近
く

に
住
む
僕
は
頭
か
ら
押
さ
え
付
け
ら
れ
た
感
じ
で
「
良
く
わ
か
り
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ま
し
た
」
と
何
時
も
防
空
に
備
え
た
も
の
だ
。
い
ま
は
役
目
を
終

え
た
サ
イ
レ
ン
は
広
場
の
南
の
植
込
み
に
置
か
れ
て
い
る
。
写
真

に
で
も
撮
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。
十
九
年
の
終

わ
り
頃
か
、
公
会
堂
の
建
物
が
防
空
上
、
目
立
つ
と
い
う
の
で
、

あ
る
日
突
然
レ
ン
ガ
の
壁
に
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
ぶ
ち
掛
け
た
よ
う

な
迷
彩
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
広
い
壁
に
迷
彩
は
難
し
い
か
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。
黄
土
色
の
上
に
黒
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
は
ブ
チ
の
よ

う
に
醜
い
縞
も
よ
う
に
な
っ
て
、
黒
い
滴
を
あ
ち
こ
ち
に
垂
ら
し

て
い
た
。
北
欧
の
紳
上
が
ど
ぶ
溝
に
落
ち
た
よ
う
だ
っ
た
。
こ
ん

な
大
き
な
建
物
だ
か
ら
あ
ま
り
効
果
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

　
さ
て
公
会
堂
の
中
身
だ
が
、
正
面
六
枚
の
扉
は
彫
刻
で
縁
取
ら

れ
重
く
ず
っ
し
り
と
し
て
、
開
か
れ
る
と
そ
こ
は
大
理
石
の
低
い

階
段
が
八
段
く
ら
い
あ
る
。
天
井
に
は
星
の
形
を
し
た
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
立
っ
て
い
る
手
洗
い
池
、
星
と
三
日
月

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
南
北
の
窓
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
ロ
ビ
ー
。
正
面
の
大
ホ
ー
ル
に
入
る
と
目
に
付
く
ア
ー
チ
形

の
大
天
井
、
ク
リ
ー
ム
色
の
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
が
あ
り
、
僕

ら
子
供
は
入
場
す
る
と
決
ま
っ
て
天
井
を
見
上
げ
て
い
た
。
豪
華

な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
沢
山
の
電
球
を
輝
か
せ
て
何
本
も
吊
り
下
が
っ

て
い
る
。
「
あ
の
電
球
が
切
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
や
ろ
う
」
「
あ
れ

が
落
ち
て
き
た
ら
大
変
や
」
な
ど
と
家
庭
で
は
考
え
ら
れ
な
い
心

配
を
し
て
豪
華
さ
を
見
つ
め
て
い
た
。
二
階
の
席
は
バ
ル
コ
ニ
ー

式
に
な
っ
て
い
る
。
一
階
の
ロ
ビ
ー
の
両
端
か
ら
二
陪
席
へ
の
階

段
が
あ
る
。
二
陪
席
の
反
対
の
東
側
に
貴
賓
席
、
小
会
議
室
な
ど

が
な
ら
ん
で
い
た
。
市
役
所
主
催
の
行
事
、
市
議
会
の
議
員
会
議
、

校
長
会
主
催
の
行
事
、
駅
、
在
郷
軍
人
会
、
企
業
の
会
議
な
ど
、

こ
の
高
貴
の
雰
囲
気
の
殿
堂
に
は
子
供
の
僕
ら
に
は
め
っ
た
に
は

入
れ
な
か
っ
た
。
が
、
時
々
、
市
民
映
画
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
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ニ
ュ
ー
ス
、
文
化
、
時
局
解
説
だ
け
の
映
画
を
七
、
八
本
上
映
し

て
く
れ
る
だ
け
だ
が
、
文
化
の
恵
み
に
薄
か
っ
た
の
か
、
公
会
堂

が
市
民
に
開
放
さ
れ
る
と
ど
っ
と
集
ま
り
超
満
員
に
な
る
。
千
人

以
上
は
入
っ
て
立
ち
見
は
何
時
も
の
事
。
勿
論
、
戦
争
前
の
僕
ら

は
小
学
生
時
代
。
「
子
供
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
あ
が
っ
て
映
写
幕

の
裏
か
ら
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
百
人
く
ら
い
が
ス
ク
リ
ー
ン
の

裏
か
ら
映
画
を
見
た
。
左
右
逆
の
映
像
が
子
供
の
僕
ら
に
は
か
え
っ

て
楽
し
く
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
。
映
画
の
内
容
は
、
世
界
の
軍

縮
会
議
で
軍
艦
製
造
の
比
率
が
五
、
五
、
三
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
が
五
で
日
本
が
三
を
割
り
当
て
ら
れ
「
け
し
か
ら
ん
」
と

い
う
解
説
つ
き
の
海
軍
の
時
局
映
画
だ
っ
た
。
い
ま
は
核
が
対
象
、

あ
の
頃
は
軍
艦
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
僕
が
正
式
な
観
客
と
な
っ
て
公
会
堂
の
席
に
付
い
た
の
は
昭
和

十
九
年
春
。
僕
が
中
学
一
年
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
は
中
学
生
が

招
待
さ
れ
た
。
演
説
は
海
軍
省
の
報
道
部
か
ら
、
短
剣
姿
の
凛
々

し
い
海
軍
少
佐
が
「
わ
が
国
は
今
戦
勝
の
準
備
を
し
て
い
る
。
戦

勝
祝
賀
の
観
艦
式
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
智
共
式
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
考
え
て
い
る
」
と
言
っ
た
と
き
僕
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
を
し
て
い
た
。
「
そ
の
時
期
は
来
年
夏
、
諸
君
も
こ
の
栄
誉
に

間
に
合
う
光
栄
に
浴
し
て
欲
し
い
」
と
僕
ら
に
海
軍
入
り
を
促
し

た
。
一
年
過
ぎ
た
ら
、
日
本
は
負
け
て
い
た
。
け
れ
ど
そ
の
間
に

僕
ら
の
中
学
生
は
何
人
も
海
軍
に
入
隊
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
純

粋
な
軍
国
少
年
が
あ
の
席
を
埋
め
て
い
た
。
僕
は
二
階
の
最
前
列

に
い
た
。

　
戦
争
が
終
わ
っ
て
公
会
堂
は
県
下
で
只
ひ
と
つ
の
大
会
場
に
な
っ

た
。
他
は
空
襲
で
焼
失
し
て
い
た
。
剣
道
、
柔
道
の
大
会
か
ら
始

ま
っ
た
催
し
も
の
は
、
の
ど
自
慢
、
放
送
局
の
公
開
番
組
、
演
芸

会
、
文
化
講
演
会
、
映
画
、
実
演
な
ど
市
民
に
開
放
さ
れ
た
公
会

堂
は
何
を
し
て
も
超
満
員
。

　
中
央
か
ら
政
治
家
、
芸
能
人
な
ど
こ
れ
ま
で
雲
の
上
の
存
在
だ
っ

た
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
見
え
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
人
は
政
治
家

は
自
民
党
の
三
木
武
吉
、
演
劇
の
宇
野
重
吉
、
作
家
の
野
坂
昭
如
、

歌
手
の
東
海
林
太
郎
、
藤
山
一
郎
な
ど
、
み
ん
な
そ
の
姿
に
存
在

感
が
あ
っ
た
。
三
木
武
吉
は
胡
麻
塩
の
五
分
刈
り
頭
で
、
袴
を
は

き
桐
の
下
駄
、
手
に
は
ス
テ
ッ
キ
と
い
う
古
武
士
を
お
も
わ
せ
る

姿
で
「
吉
田
く
ん
、
鳩
山
く
ん
」
と
首
相
ク
ラ
ス
の
政
治
家
を
君

づ
け
し
な
が
ら
政
界
の
裏
話
、
日
本
の
方
向
を
話
す
豪
快
さ
。
そ

れ
は
「
わ
し
が
日
本
を
背
負
っ
て
い
る
陰
の
男
だ
、
良
く
見
て
お

-21



け
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
痩
身
で
、
し
わ
が

れ
声
で
話
す
威
厳
に
僕
は
圧
倒
さ
れ
て
見
て
い
た
。
恐
ろ
し
く
て

近
寄
れ
な
い
雰
囲
気
で
公
会
堂
に
集
ま
っ
た
市
民
は
水
を
打
っ
た

よ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
五
十
年
の
間
に
こ
ん
な
日
本
人
は
消

え
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
別
府
市
の
立
会
演
脱
会
は
楽
し
い
会
場

の
公
会
堂
だ
っ
た
。
別
府
国
際
観
光
温
泉
都
市
法
案
の
制
定
の
賛

否
を
巡
っ
て
、
会
場
は
野
次
と
怒
号
の
渦
の
な
か
で
割
れ
ん
ば
か

り
の
熱
気
が
あ
っ
た
。
あ
の
頃
の
市
民
は
自
由
で
若
く
、
気
力
が

あ
っ
て
何
か
と
言
え
ば
公
会
堂
に
集
ま
っ
て
い
た
。

　
地
下
室
に
は
大
食
堂
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

僕
が
公
会
堂
と
関
わ
っ
た
時
は
無
か
っ
た
。
そ
の
場
所
は
別
府
市

立
図
書
館
に
な
っ
て
い
た
。
近
く
に
い
る
僕
は
図
書
館
に
よ
く
通
っ

た
。
夏
休
み
な
ど
毎
日
だ
っ
た
。
南
の
地
下
室
に
は
い
る
入
口
の

階
段
を
五
、
六
段
降
り
る
と
奥
に
図
書
館
。
本
は
全
て
鍵
の
掛
か
っ

た
ガ
ラ
ス
戸
棚
に
は
入
っ
て
い
る
。
閲
覧
の
時
は
係
の
お
じ
さ
ん

に
記
入
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
と
、
お
じ
さ
ん
が
沢
山
の
鍵
束
を
も
っ

て
く
る
。
地
下
室
は
涼
し
く
て
勉
強
に
最
適
で
常
連
の
中
学
生
が

七
、
八
入
来
て
い
た
。
僕
も
そ
の
中
の
Ｔ
人
で
、
僕
は
小
説
を
読

む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
ま
に
館
外
貸
出
し
に
す
る
と
、
補
償
金

の
前
払
い
だ
。
あ
の
頃
は
ど
れ
も
貴
重
な
本
だ
っ
た
。
文
化
、
知

識
は
こ
れ
く
ら
い
に
乏
し
い
時
の
方
が
身
体
の
な
か
に
良
く
入
る

よ
う
だ
。
公
会
堂
で
の
子
供
の
と
き
の
本
は
良
く
覚
え
て
い
る
か

ら
何
と
も
不
思
議
た
。

　
公
会
堂
が
公
民
館
と
名
前
を
変
え
た
の
は
何
時
か
覚
え
て
な
い
。

都
市
の
公
会
堂
は
み
ん
な
改
名
し
た
の
か
、
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
、

と
子
供
の
僕
は
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
公
会
堂
の
名
は
愛
着

が
あ
っ
た
。
ど
ん
な
意
味
で
変
え
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
五
十
年

後
の
今
で
も
東
京
や
大
阪
に
は
公
会
堂
の
名
の
建
物
が
あ
る
、
と

知
っ
て
羨
ま
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
正
面
の
石
段
が
何
時
無
く
な
っ

の
か
、
近
所
に
い
る
僕
も
気
付
か
な
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
消
え

て
い
た
。
公
会
堂
の
名
を
失
っ
て
、
豪
華
な
あ
の
階
段
を
無
く
し

て
市
民
の
誇
る
殿
堂
は
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
流

に
乗
っ
た
の
か
、
乗
り
過
ぎ
て
先
走
っ
た
の
か
、
今
は
、
昔
の
面

影
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
。
も
と
も
と
大
分
県
民
は
、
時
流
に
乗
っ

て
す
ぐ
に
対
応
し
、
改
善
、
改
良
、
打
ち
壊
し
を
好
む
の
か
、
昔

の
物
、
建
物
を
壊
す
傾
向
が
あ
る
、
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
。
明

治
維
新
の
と
き
、
大
分
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
城
を
壊
し
て
新

政
府
に
顔
を
向
け
て
い
た
、
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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本
当
か
ど
う
か
確
か
め
た
こ
と
は
な
い
が
、
隣
の
熊
本
や
松
山
な

ど
堂
々
と
城
が
あ
る
の
は
羨
ま
し
い
。
そ
れ
に
市
内
で
も
文
化
財

的
な
木
造
建
築
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
他
の
観
光
地
な
ど
は
、

こ
ん
な
建
物
を
立
派
に
残
し
て
観
光
に
役
立
っ
て
い
る
の
は
ど
う

し
た
こ
と
か
。
他
県
の
胸
の
想
い
と
僕
ら
の
地
元
の
そ
れ
と
は
少

し
違
っ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
・
…
と
に
か
く
時
流
に
乗
る

の
か
、
経
済
的
な
の
か
、
簡
単
に
改
善
さ
れ
て
そ
の
場
を
凌
ぐ
の

が
う
ま
い
の
だ
ろ
う
。
け
ど
、
時
代
が
読
め
な
い
と
、
壊
し
た
直

ぐ
後
で
レ
ト
ロ
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
か
ら
何
と
も
不
思
議
な
現

象
に
な
る
。

　
　
一
年
前
だ
っ
た
。
評
論
家
の
俵
明
子
さ
ん
が
講
演
に
み
え
、
挨

拶
の
と
き
「
立
派
な
建
物
で
す
ね
。
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
よ
。

今
度
来
た
と
き
に
は
壊
し
て
な
く
な
っ
て
た
、
と
言
う
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
み
な
さ
ん
た
の
み
ま
す
よ
」
と
言
っ
た
。
僕
は
ド

キ
ッ
と
し
た
。
見
抜
か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
が
、
壊
す

の
で
な
く
、
あ
の
公
会
堂
を
元
の
姿
に
戻
し
た
い
、
と
い
う
話
し

が
あ
る
。
元
の
公
会
堂
に
な
る
の
は
僕
と
し
て
は
う
れ
し
い
。
大

変
な
金
額
が
か
か
る
ら
し
い
。
が
、
建
物
は
み
ん
な
気
軽
に
利
用

さ
れ
る
物
と
高
貴
で
近
寄
れ
な
い
よ
う
な
殿
堂
の
よ
う
な
建
物
も

あ
っ
て
も
い
い
。
市
民
の
誇
り
に
な
れ
る
物
が
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
公
会
堂
は
復
元
さ
れ
れ
ば
そ
の
素
材
十
分
だ
ろ
う
。

楽
し
み
だ
。

　
公
会
堂
に
口
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
話
を
し
た
だ
ろ
う
、
と
密
か
に

僕
は
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
、
写
真
は
河
村
健
一
氏
提
供
）
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